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国 語 問

ホアン・デ・バルデス

答

（謙訳）

コ目 省 治

Di610go　de　la　Lenguaω

（国語問答）

Marcio，　Vald6s，　Coriolano，　Pacheco

　　juan　de　Vald6s　es　una　de　las　figuras　princ呈pa玉es　en　la　his£oria　de　la　Iengua　espa最ola，

comparable　con　la　de　Antonio　de　Nebrila　de　qu圭en　la　Espafia　Renacent圭s重a　pudo　enor一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちgu王圭ecerse　a厩e　el　resto　de　Europa　que　comenz6　a　tener　una　aprem呈ante　conciencia　de　la

exaltaci6n　de　las　respectivas　lenguas鍛acioエ1ales．

　　E1‘‘D三註正ogo　de王a　Lengua”，　la　加ica　de　car盗cter　lingitistico　de　las　◎bras　que　public6

Vald6s　y　dejada　e鷹el　olvido　has重a　el　s圭g至o　XVIII，　es　un　fruto　de　laρorriente　renacentista

que　procuraba　valorizar　y　dlgnificar　las　lenguas‘‘vulgares”。　Si　Nebrija　fue　el　primer　huma－

n呈sta　（lue　intent6　sistematizar　la　gram6tica　（玉el　romance　cas重ellano，　ya　convert圭do　en　la

］engua　de　Espafia，　justamente　seg丘皿el　pa重r6n　de　ia　lengua　lat呈na，　Vald6s㌦uvo　derecho

a　ser　cons三derado　el　egreg量o　rnaestro　que　aspir6　a　observar　Ia　le聡gua　espa銭ola　de　su　6poca

tal　co搬o　se　presentaba，　cQn　su　cr圭｛erio　bieH　fundamentado　de　un“hombre照cido　y　cr圭ado

en　e正　reino　de　To三edo”．

　　AcQntinuaci6n　aparece　uRa　環odesta　traducci6鷺del‘‘D呈盃logo　de　la　Lengua”，　que，　pese

a　su　ind1scut圭ble　valor　e　三rnportanc三a　para　el　estudio　de　la　histor三a　de　a正iengua　espafila，

quedaba　siR　ser　traducido　al　japon6s，　lo　que　me　ha　movido　a　i斑po皿erme　con　gran　tlmldez

esta　dificilis三ma重area。

（註1）

　　この翻訳にあたっては，Juan　de　Vald6s，　Di610go　de　la　Lengua，　edici6n　y　notas　de　Jos6　F．　Monte－

sinos，　Cl6sicos　Caste玉lan・s，　N・．86をテキストに用いた。　Vald6s以外の三人の入物についてもその実在

が確認されている（P69．18，　Dialogo　de　la　Lengua，　C玉aslcos　Ebro，　No．18）。なお，訳文では四入の対

話者を夫々，その頭文字で表わした。

　　このD三alogo　de　la　Lenguaについては，　永田寛定先生の貴重な研究論文　‘‘Al　rnargen　del　Ditilogo

de　la　Lengua”（昭和34年）があり，永田先生が，これを「国語問答」とお訳しになっているので，これを

そのまま借用させていただいた。
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　M．一さて，若い人たちは食事に出かけ，私たちだけになったので，邪魔者が来ない内に，

今朝私があなたに言いかけた話の続きをしては如何でしょうか。

V．一あなたが何を言おうとするのか思い当らないが。

　M．一思い当らないっておっしゃるのですか。私たちが今朝お喋りをしていた時にその話し

から，ずっとまえにひとつ真薦目な好奇心を抱いたことがあったのをふと思い出して，そのわけ

をあなたにお話したのを覚えておられませんか。私の方は，そのことについてあなたと話し合っ

てみたいと，何Hも前から思っていたのですよ。

V．一そう，思い出した。すっかり忘れていてましたね。

　M．一ところで，私たちは，あなたのご意向に従い，またあなたにお仕えする意味からも，

今朝はあなたのお気に入ることことについて話を交わし，お尋ねのあったことにもすべて，あま

すことなくお答えいたしました。皆の言うように，誰に対してもいんぎん丁重なあなたのこと，

私たちにもそうあっていただきたいものです。ついては，私たちのこの上もない興味を引くこと

を今Hの午後は話題としていただいて，あなたのこれまでのご提案に私たちが応じたように，こ

れからあなたにしようとする私たちの質問に答え，私たちを満足させていただきたいのです。

’V．’一そんな回りくどい言葉をろうしてあなた方の要求を持ち出してくるのでなかったら，

何の躇躇もなく，あなた方の意に従うのだが……しかし，そちらの要求の中にそんなに沢山の理

屈を並べ立てて向ってくるのを見ると，私を何か面倒なことに引き込んでやろうとしているよう

な下心があるようですね。まず，私から何をきき出したいというのか，包みかくさず書ってくれ

ないことには，どう返事をしたらいいのかも分かりませんよ。

M．一私たちがあなたにお願いしたいことは，まず，それ以上の詮索はなさらずに，これか

らあなたに申し出ることに快く従っていただくと約束されることなのです。

　V．一思慮分男亘に富むあなた方のこと，理屈に合わぬことや不謹慎なことを私に求めはしな

いだろうと信じて，あなた方の意向に従うと約束しましょう。

　M．一それでは困ります。私としては，何んであれ，とにかく静かに話しをきくと，私たち

三人にご確約いただきたいのです。

V．一何のためにあなた方はそんなに整苦しいことを私に要求するのですか。多分，あなた
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方三人がしめし合わせて私をぎゅっと書わせてやろう（fi）とでも考えたのですか。でも，まあよ

ろしい，何事であれとにかく，今βの午後は，あなた方が私に尋ねたいということには全部，

私の知っている限りの答えをすると約束しましょう。これでよろしいかな。

M．一私としては，満足この上もありません。

C。一私もまったく結構です。

P．一私としては，最初のお約束で十分だと思っております。

　V．一さて，そういうことにして，さあお尋ねを始めて下さいよ。あなた方がこの私から聞

き出そうとしていることが，どんな詞摩不思議なことかを知るまでは私は落着けませんからね。

　M．一摩詞不思議なことですって。正にそうなんですよ，それが何かをお分かりになったら

びっくりされるような話しですよ。

　V．一まあ，それが何んであってもいいでしょう，そこで止めておきなさいよ。どうかお願

いだから，例の話しとかいうのをはっきり聞かせてほしいものですね。

　M．一はい，分りました。あなたもよく覚えておられるでしょうが，あなたが今から二年前

この地を出てローマに行かれた時に，私たち三人にたえず手紙を書いて友情のきずなを保ち，ま

た友誼を固くしたいと私どもに約され，事実，そうして下さいました。さて，あなたがそこに赴

かれたあと，私どものうち誰があなたのお手紙を受取ろうとも，そのお手紙を他の二人にも回わ

そうと申し合わせたことをご承知下さい。私どもはお手紙をいただくと間違いなくそれを晃せ合

っては，大いに心を慰め，時のたつのも忘れ，喜び合ったのです。そしてまた，あなたのお手紙

を拝見し，この胸の中に，この地を離れた友の思い出を新たにするだけではなく，お手紙を一段

と印象付けたあの酒落た文言や，機知あふれる筆遣いを見ては，私どもは笑いもし，おかしがっ

（註2）この部分，原典では“iAv61sos　por　ventura　co鳳certado　todos　tres　para　el　mohino？”となっている。

バルデスはこの書の149ぺ～ジで，mohfnoはdesagraciado　o　desd玉chado　en　el　juego：「勝負でつきのな

い・負けのこんだ（入）」を意味すると説明している。また，このmohinoを用いて，　Tres　al（o　contra　el）

mohlnoという成句もあって，これは，特定の人たちが謀りごとをめぐらせて，他の人々に対抗したり，

大勢の人々が結託して弱い立場の養をやっつけることを意味する。さしずめ「三人が媒って一入の弱い者を

かもにする」とでもいえる。この表現をもじって，バルデスはR分をmohinoに見立てて，そのような状

況にあるが我身を嘆いたのだった。
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たものでした。まだその上に，あなたの書かれたカスティリア語（3）の手紙の中に，必らずとい

っていいほど顔を出す，例の酒落た，巧みで，あでやかな表現をこと細に読み返して，これで

話題をも，また議論の種をも得ることともなりました。というのも，パチェコさんはイスパユア

に生れ育った者として，他の誰にも劣らずカスティリア語を知っていると自負しているし，私も

それに興味を持つ者として，今喋れる程にまっとうにカスティリア語を書けるようになりたいと

願っておりますし，またコリオラノさんは立派な大宮人として，カスティリア語を完金に会得し

たいと常々望んでいるものですから（こういいますのも，ご承知のように，現在騎士の間だけで

なく貴婦人たちの聞でも，カスティリア語が喋れるということは上品で，秀でた特性と考えられ

ているからなのです），語彙，文体の点だけでなしに，正鑑：法の葡でもあなたのお手紙の中に

は，いつも私どもの注意を引く材料が数々あったのでした。加えて，あなたと同じように雷葉遣

いの正しい，またカスティリア語にも高い見識を持っている人々でさえ使うのを見たことのない

ような，そんなたぐいの言葉使いに出くわすと，あれやこれやと激しく議論をたたかわすことが

しょっちゅうありましたが，これも，私たちの内めいめいが，先生になりたかったためか，それ

とも教えられる側に立ちたくなかったかのどちらかだったからなのです。さて今あなたがここに

おいでになるのですから，あなたの旨とされている書き方の中で，前に申したように私どもの気

の付いた点に説明をいただけるというものです。　こういうわけで，　カスティリア語を母国語と

するパチェコ氏，未だ初心者のコリオラノ氏，それに大いに興味を持っているこの私の三人が

あなたにお尋ねすることにお答えをいただき，私たちを納得させて下さるようお願いしたいので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巌す。

　V。一一もしあなたがこのことを食事の前に私に聞かせてくれていたのなら，果してあなたが

真面囲にそう言っているのか，そうでないのかを疑ってもみたことでしょうが，もう食事もすん

だことだし，またあなたが冗談，軽口をたたくのが得意だということを見せびらかして，それで

あなた方のこの招宴の興趣を高めようとしているとも考えられるので，あなたの言っていること

は何ひとつ信用しないことに決めましたよ。いいですか，もしあなたが私から何かでも聞き出し

たいと思っているのなら，今すぐにそんなお追従めいた軽口は止めなけれぱいけませんね。とい

（註3）このテキストで始めて，（el）escrivir　castellanoという表環が袈われる。この“castellano”とい

う表現がlengua　romance　de　Espafiaとして，ギリシア語，　アラビア語などの中世の学術語に比肩する

力を持つとの意識下で用いられたのはAlfonso　el　Sabioに遡りうると考えられる（pag．13　y　sigs．；

Amado　Alonso：Castellano，　Espafiol，　Idioma　Nacional）。しかし，15慢紀，16世紀の国家意識の高揚と

共に，casteHanoに代わるespafiolが，その意識をより明確に具現した名称として広く用いられるようにな

ったといわれる。Vald6sは、しかし，この著書では僅かの回数しか“espafioi”を用いず，‘‘イスパニァ語”

を意味する場合にも“castellano”の名称を娃んで使っている。文化の中心であったToledoに生れ，育っ

た者としての潮負が，この名称｛こ限りなき愛蒋を覚えさせたのだろうか。

100



うのも，たとえ私がその気になっても，轡えにあるように，馬方仲間での融通程度（4）のことしか

私から引き出せないぐらいは，あなた方もナ分お分かりでしように。

　C．一あなたのお言葉は私たちをまったく愚弄するものとしか言いようがありませんね。誰

弁をろうし私たちを煙にまいて，先程の約束を反古にしてしまうお積りなんですね。でも，それ　Pt

なら見当ちがいですよ。いいですか，例のお話ししました件についての私たちの質問全部にあま

すことなく，又誠実にお答え下さらない限り，あなたがなさった約束を帳消しにする気はまった

くありませんからね。さっきの話しの中では，あなたのお留守中に本当にあったこと，又あなた

に確かめてみたいと思っていることを真面目に申し上げたのですよ。

　V．一本当のことを雷わせてもらえれぱ，そうは書われても，やはりあなた方に弄ばれてい

るとしか愚いようがないのですよ。

　P．一この二人の言葉が信じるに足らないと愚いこんでおられるようですが，そこはどうか

この私に免じて，二人の言っていること力糠偽のないことだとお考え下さいませんか。

　V．一まったくのまやかしであってくれた方が有難いといった気持ですね。あなた方の望ん

でいることはまったくとてつもないことなので，あなたを信用したくとも信じられないのですよ。

　M．一あなたの母国語についてお話しになるのが，あなたにとってそんなに変ったことに思

えるなんて，私は不思議で仕方がありません。いいですか，もし私どもがあなたにその内容をお

尋ねしたいと思っている手紙がラテン語で書いてあったら，その手紙についてあなたに説明を求

めることを変だとお考えになりますでしょうか。

V．一いやいや，そうは思わないでしょうね。

M．一何故ですか。

V．一その理由は，つまり私はラテン語を文法や他の書物を通じて習得したのですが，カス

（註4）この部分原典では，‘‘si　yo　tomo　la　mano，9anar6is　conmigo　lo　que　suele　ganar　un　cossario　con

otro”となる。これはDe　cosario　a　cosarlo　no　se　plerde　sino三〇s　barriles：「馬喰仲闇では物がなくなっ

てもせいぜい水たる程度」（＝Entre　sastres　no　se　pagan　hechuras：「仕立屋どうしでは，仕立て代は払わ

ないもの」）という諺をもじった表現で，「同業者間では，仲間固志ではお互いに助け合い，隔逓しあうも

のだ」という内容を持っ。ここでは，バルデスは他の三三人がお追従をいっても，どうせ彼から引き出せるも

のは知れているし，彼も同じように，冗談めいた話しをして煙にまいてやれるぞと暗示したと考えられる。
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　ティリア語はこの雷語を使いながら，自然に身につけたということなのです。だから，ラテン語

　は私の勉強した文法や書物にのっとって説明を下せるのですが，カスティリア認とついては，こ

　れは不可能で，田々の話の慣用によった説明しかつけられないのです。だから，まったく説明出

　来ない事柄について，あなた方が私に説明せよというのが的はずれだと判断するのも私としては

ep

当然なのですよ。　　　一

　M．一もし，だれか他の人があなたと異った風に書いている場合に，そのことの説明をあな

たに求めたとしたら，それは拒まれてしかるべきでしょう。しかし，他の人たちとは異った形式

であなたが書いておられるものについての説明をお願いしているのですから，どんな理由をつけ

られても逃れられませんよ。

　V．一よしんばあなたの言う通りであるにせよ，やはり勘弁してほしいですね。遍俗語の細

かな言い方や僅かばかりの面白さといったような低俗で，つまらぬことについて話をして，それ

であなた方はこの時間をつぶそうというのなら，とても利口なことだとは思えませんね。そんな

ことは，私に言わせれば，あなた方の聡暁さや優れた判断力とはまったく無縁のものだし，あな

た方に敬意を払えばこそ，私にはたとえ興味津々，心安まる話題であっても，私はそれについて

の話しはしたくありませんね。

　M．一あなたからそんな言葉を聞くとは残念至極です。では，あのベンボ師（5）がトスカナ語

について書き表わした例の書物は，時閥の浪費だったとでもお考えになるのですか。

　V、一ベンボ師があの著書で時間を無駄にしたのか，それともそれだけ時間をかける値打の

ある仕事であったのかを判断出来るほど，私はトスカナ語に詳しくはないが，あの書物は無益な

代物だったと多くの人々が言っているのを聞いたことがあるとことだけは言っておきましよう。

　M．一しかし，あなたに申し上げておきますが，そういう難癖をつける御本人さえもが，そ

の無益な代物と称する本を数限りなく利用しているのが現実ですし，加えて，ベンボ師の言う主

張を認め，これをよしとする人々もいるのですから，あなたとは意見を異にする人々も多いと言

わざるを得ません。このベンボ師は，その主張を開陳し，われわれ人間はみな生れながらに授か

り，母親の乳房をくわえつつ覚えた醤語を，借りもので本で覚えた言語よりもなお一燭高め，そ

れを充実させる義務を負っていることを立派に証拠立てているのです。これについて，ベンボ師

（註5）Bembo師：Pietro　Bembo（147e－1547）はヴェネツィアの枢機卿であり，法王レオン十世の秘書

官をも務めた高僧である。同時に，秀れた古典学者でもあり，当時のイタリア人が文学語として何をとるべ

きかという問題を追求し，1525年「俗語の散文」Prose　della　Volgar　Linguaを書いた。ここでは，この

r俗語の散文」のことを話題としている。
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の言っていることを読まれたことはありませんか。

　V．一勿論読みましたとも。　しかし，その考えがどの国のことばにもみな同じように当ては

まるとは思いませんね。

　M．一そうでしょうか。あなたはカスティリア語がトスカナ語と同じように優雅で，優れた

言語だとは考えられないのですか。

　V．一いいえ，勿論そう考えておりますよ。でもトスカナ語よりも低俗なことばだとも思う

のです。その理由は，トスカナ語はボッカチオやペトラ！レカのような人々の手で顕揚され，かつ

また充実されさえもしたのですが，こういう人たちは秀いでた文学者として立派な作品を著すこ

とに誇りを持っただけではなく，いとも自然でかつまた優雅な文体でそれを書くことにも鋭意努

力したのがわかります。あなた方もご存知のように，他の人たちとは異った風に書いているもの

を説明する場合であれ，あるいは今日カスティリア語の申に見られる誤用を正す場合であれ，規

範としてその権威を用うるに耐えるだけの配慮と慎重さとを傾けて，カスティリア語でものを書

いたような人はこれまで見当らなかったというだけのことなのです。

　M．一それをご承知なら，あなたの怠慢さから，こんなにも上品で，完全で，高尚で，かつ

また内容豊窟なことばをこれまで害われるがままにして見過されてきたこと，今もなおそのまま

に放置されていることを，あなたはなおさら恥ずべきではありませんか。

V．一ごもっともな意見ですが，それは私の関知するところではありませんな。

M．一関係のないことですって，あなたはイスパニア人ではないのですか。

V．一勿論イスパニア人ですとも。

M．一では，何故このことはあなたと関係がないと言われるのですか。

　V．一それは，ひょっとしたら，他1こイスパニア入で，あなた方の望んでいることをくわし

くやってのけられるような入がいるかも知れませんし，私はそんな方々ほどに知識もないし，学

問上のごとごとに通暁しているわけでもありませんからね。

　M．一ですが，えらい人たちはそれをやろうとはしないし，あなたは立派なことをやっての

けられる才幹を備えておられるのですから，その仕事をするのを拒まれるべきではないでしょう。
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他の人にその仕事をやってみようという興味を喚起させることだけでも，立派なお仕事をされた

ことになるのですから。加うるに，今ここで書いて下さいとお願いしているのではなく，お話し

をしていただくようにと申しているだけですから，この願いをお聞き下さるべきですよ。ご承知

のように，ことばと羽根とは風が吹き飛ばしてしまう③と雷うではありませんか。

　P．一あの約束をなさったのですから，いとも簡単にお出来になることにそんなに勿体を付

けられなくてもいいじゃないですか。すでに約束もなさったことですし，またあなたの拠りどこ

ろとなるべき作家が見当らないと雷われる理由づけも根拠薄弱で，お断りになる正当な理由とは
　　　　　　　　£
なりませんので，そんな風におっしゃることはありませんよ。特に，正書法とか称されている問

題や語彙についてはアントニオ・デ・リブリシァ⑦の単語集という規範を，文体については小説

アマディス・デ・ガウラ⑧を手本として用いることも出来るのをご存知でしように…

　V．一そうです。拠りどころとするという点では，あなたの言うように，その二点の威信は

確かに大したものです。しかしあなたはそう雷うからには，リブリシァの語彙集を十二分に見た

上でのことでしょうな。

P，一何んですって，リブリシァはお気に召しませんか。

　V．一何が理由でこの私がリブリシァを喜んで読まねばならないのですか。なる程，彼はラ

テン語に造詣も深かったし，このことは何人も否定出来ないのですが，とはいっても，アンダル

（註6）この部分原典では‘‘…palabras　y　plurnas　el　v三ento　las　lleva．”となっている。

（註7）アントニオ・デ・リブリシァ：Antonio　de　Librixa（1444－1522）；本名をAntonle　Mart魚ez　de

Calaといい，当時はその故郷，　Lebrija（Sevilia県）を号｛こ用い，　Antonio　de　Lebrijaと称していた。19才

でイタリアに渡り，ボローニアで古典語を修めたのち，イスパニァに帰り，Saiamanca，　Alcal直de　Kena－

resの両大学で文法と修辞学とを講じた。ここでいう語彙集とは，　Vocabular三◎latino－espafiol（1492年刊）

か，Vocabulario　espafio！－latino（1495年刊）のいずれかで，特に後者はReal　Academia　Espafiolaが設

立され，その最初の事業としてDiccionario　de　Autorldadesを刊行するまでは，イスパニア語辞書編纂の

上での一大典拠≧なっていた。なおその上に，イタリア古典学者の方法論により，ラテン語教育法を改革せ

んとして著した王ntroductiones　latinae（148王年刊）で，彼は《Yo　fui　el　primero　que　abri　tlenda　de

la玉engua　latlna　en　Espafta，　y　todo　lo　que　en　ella　se　sabe　de　latin　se　ha　de　referir　a　mi．》と述

べ，その自信の程を鍍渥したが，バルデスはこの権威に挑戦したのであった。

（註8）アマディス・デ・ガウラ（Amadis　de　Gaula）：Gaτci　Rodriquez，別名Garc｛Ord6配z　de　Montalvo

により，1508年初版として発表された騎士道物語であるが，この小説の存在はすでに14世紀に確認されてい

たとも言われている。その初版発行以来，その後数多く発表された騎士道物語の亀鑑となったもので，セル

バンテスもドン・キホーテ，前篇，第六章で，焚書の刑にあわんとする「アマディス・デ・ガウラ全四巻」

を，床屋の口をかりて，「これまで書かれたこの種のあらゆる本の申で，これがいちばんすぐれたものだと，

こうもわしは聞いているんですからな。そこで，出来栄えでは唯一のものとして，容赦しなくてはいけます

まい」と弁謹している、
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シァの入聞でカスティリアの人ではなかったのもまぎれもないことです。彼はあの語彙集を実に

不用意に書いたがため，冗談半分で書いたのではないかと思われるふしもあることなど，あなた

気が付かないのですか。ただ，リブリシァの名声を嫉んだ入たちが彼の名を失墜させようとして，
　　　　　　　　t

その本を改ざんし，駄目にしてしまったのだなんて，あなたが言い立てないとしての話しですがね。

　P．一おっしゃることがよく分りませんが。一体，どのような個所にそれが出ているのです

か。

　V，一正書法の面では何度となく誤りを犯していますが，その正書法は別にするとしたら，

ラテン語の語彙とカスティリア語の語彙とを関連付ける説明の点でもしばしば間違っているので，

私はそうは思っていないが，彼がラテン語の本当の意味が分っていなかったのか，あるいは，ど

うもこちらじゃないかと思うのですが，カスティリア語の本当の意味を把握していなかったのか

のいずれかと結論せざるを得ないのです。これも彼がアンダルシァ生れで，そこではカスティリ

ア語が純粋そのものではないからこうなったのですよ。

　P．一あなたのおっしゃることは何だか信じられないような気持です。というのも，学識の

ある人たちが，正反対のことを言うのをこれまで聞いたことがあるのでしてね。

　V．一たとえ信じられなくっとも，その語彙集を見てみればいいのですよ。カスティリア語

のaldeanoに相当するラテン語にviclnusを，　berlo　en　costumbresに対してはmorositasを，

cecearとceceosoには夫々balbutireとbalbusを，　IoganoにはIasc圭vusを，　maherirには

deligereを，　Mogo　para　mandadosにはamanuenslsを，　moteあるいはmoteteに対しては

epigrammaを，　padrino　de　bodaにはparanymphusを，　raci6n　de　palacioにはsportulaを，

sabidor　de　lo　suyo　solamente　には　idiota　を，　villano　｝C姦ま　caste正lanus　を，　rejalgar　にζま

aconitumを夫々当てているのがわかるでしょう（9）。これ以上数え上げるのは止めておきますが，

私はあなた方から殆んどラテン語を解さないということを知っているし，加えてもしあなた方に

これらの単語の意味が分かれぱ，あなたの言うその学識の深いという人たちもそれ程の知識を持

っていないか，それとも私ほどの注意を払ってその語彙集を調べなかったにちがいないというこ

　（註9）イスパニア語史に於いては，16世紀はトレドがいまだイスパニア語の規範としてこの地位を確保して

　いたので，Pachecoが‘‘hombre　criado　en　el　reino　de　Toledo　y　en　la　corte　de　Spafta”といったよ

　うに，Vald6sもこのことを大いに意識していた。このToleδoのKスパニア語の規範に厳しく準拠せんと

するVa王d6s　lこ対し，その語彙集編纂に当ったNebrijaの態度は，アンダルシァ方言をも取入れ，古語形

式をも採用するという折衷的な傾向が強かったと言われている。この両者の態度の差に加え，Nebrijaの時

代はいまだイスパニア語が中世的な様相をぬぐい切れず，又俗語と教養語との間の差も定かでなく，形態，

統辞法の面でも撰択可能な形式が二重，三重に存在したと言われる。これが雷語意識の高揚と共に払拭され

児事に，整えられた姿を呈し始めたのがVald6sの時代であったとすれば，この両者を隔てた4e年という時代

　の流れをも考慮の上，Vald6sの葬難を受けとめるべぎであろう。
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とをあなた方にも分かってもらえるでしょう。またこの私がリブリシァの権威を拠りどころと出

来ないことを認めてもらうのにも，上に挙げた数の単語で十分だと思うのですよ。

P．一なるほど，おっしゃることは当然だと思います。

　V．一当然この上もないことで，もしあなたが私の言うところを十分に分かってくれるのな

ら，私が不遜にけちばかり付けているのではなく，むしろ不備な点を取上げるのを控え目にして

いることに気付かれることでしょうね。それに私があの語彙集の中では，リブリシァに同意し得

ない点力捌にもうひとつあることを承知しておいてもらいたいのです。それは，彼が当然なすべ

きことであるにもかかわらず，イスAe＝．ア語の単語すべてを網羅せず，その意味内容を定義出来

るようなラテン語かあるいはギリシア語の単語が見当るようなイスパニア語だけを取り出そうと

意図したふしがあることなのです。

P．一おっしゃったことで十分です。私はすっかり思い違いをしておりました。

　V．一アマディス・デ。ガウラの著者に如何ほどの権威を認めるべきかについては，これか

ら話すことを基にしてあなた方に判断してもらったらいいのです。いいですか，つまり，文体の

点では，私には何んだか訳の分らない，作者一入よがりで，興ざめで，きざな書き方をしては失

敗ばかりを重ねているのですが，このような表現もその作品が書かれた聴代に使われたのなら，

何の非難の約となるべきではないと思います。しかし，作者がその文体をその話しが事実あった

としている時代に無理に合致させようとしたのだとも考えられるので，もしこちらだとすれば，

それはまったくの的はずれとしか言いようがありませんね。というのも，作者はこの物語りはキ

リスト受難のわずか後にあったことだと言っていますが，この作者の使っていることばは長年後

でなけれぱイスパニアで話されることもなかったわけですからね。まったく同じことが語彙の面

についても言えるのです。正書法については，悪いのは印刷屋で，本の作者のせいではないので，

ここでは触れずにおきます。

ノ

　M．一さあ，さあ，こんなことに時間をつぶすのは止めておきましょう。あなたのお手紙に

ついて私どもがお尋ねしようとすることに対し，私たちを納得させられるような拠りどころとな

るカスティリア語の書物がないと言われるのなら，他の人たちとは違う流儀でものを書いてみよ

うと思い付かれたその動機をお話しいただいて，せめても私たちを得心させて下さいませんか。

そのお話しも，書物の権威が示しうるのとまったく同じ価値を持つことになるかもしれませんし，

またあなたがm一マに居られた時に，ローマの廷臣の要請を受けて，お友達の間から集めたとお

っしゃっている例のカスティリア諺帳をも，私の考えですが，諸々の問題に利用していただけれ

ばなお結構なことで，こうなればお話はなおさら有益なものになるのは聞違いありませんからね。
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　P．一そうです。仲々うまく言いましたね。その諺の中にはカスティリア語の純粋な姿がは

っきりと現われているのですから。

C．一話を進めるまえに，諺（refranes）とは何かを私は知っておく必要があるのですが。

V．一格言（proverb呈os）あるいは鮫言（adaglos）と同じですよ。

C．一あなたはそれの印嗣した本をお持ちなんですか。

　V。一全部を集めたものはありませんが，子供の時に，説明は不備でしたがある程度それを

集めてあるのを見た記憶はありますね。

C．一ラテン語やギリシア語の諺に似たものですか。

　V．一いやそれと大きな共通点はありませんよ。というのも，カスティリア語のものは市井

の言い習わしからとり出されたものです。つまり，その大部分が媛炉をかこんで，糸取り棒の糸

をつむいでいる老婆たちの間に生れ，育くまれてきたものですが（1°），ギリシア語やラテン語の諺

は，あなた方も知っているように有識者の間に生れ，高度な学問を取扱う書物の申で磨き上げら

れているのですから。しかし，カスティリア語の特質を考える上で，諺が最も有用なのは，それ

が一般庶民の中に生れたという点にあるのです。

　P．一私の身分にもとらないことであるなら，私はもうずっと前に，菟かけた諺全部を書き

出し，出来るだけ間違いのないようにそれに説明を加えて，エラスモがラテン語で著したと言わ

れるのと同様㈱，カスディリア語での諺の本を書こうと断固決意していだだろうということを，

ここであなたに申しておきたいですね。こういいますのも，その本が出来ればカスティリア語に

多大の貢献が出来るだろうと常々考えてきたからなのです。

　V．ジュリアス・シーザーもあなたと同じ仕事をしていましたが，昼に鎗で成しとげたこと

を，夜には手にペンを持ちかえて書き記すのをその身分にもとるとは考えなかったのですから，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や仕事が異うからそれは止めだとは言えませんよ。筆は鎗の穂先を落さない（12）ということを聞かれ

たことはありませんか。

（註10）この部分，原典では，‘‘10s　m6s　de玉玉os（・・refranes）nacidos　y　criados　entre　vlelas　tras　el　fuego”

　となっているが，ここではMarqu6s　de　Santillana（1398－i458）編，　Refranes　que　dicen　las　viejas

tras　el　fuegoという諺集の標題をもじって雷ったのだろう。

　（註11）エラスモもAdagiaと題する諺集を1500年に著している。

（註12）原典では，‘‘dNo　av6is　o｛do　dezir　que　las王etras　no　embotan　la　langa　？”となっている。
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　P．一お言葉ごもっともで，私もそれは知っています。己のなしたことを書き記したのであ

って，他人の話しを書き取ったのではなかったとかいう，あのシーザーが手にしたような題材を

私にも頂けませんか，そうすれぱ物を書くのを恥ずかしいなんてこの私が思い込んでいるかどう

かおわかりになってもらえるはずです。しかし，これに類するようなことを書くのは軍人のやる

ことではなく，じっと座っている人たちの仕事でありましょうから，それにどうも手を染めかね

たのです。

　V。私は軍入ではないし，かといって座って物を読み書きするといった高尚な仕事をしてい

るわけでもないのだから，あなた方がことばについてのくだらぬことことを取り上げ，私にそれ

を根掘り葉掘り尋ねることで，私が完囎なきまでにたたかれることになるのはどうも我慢しかね

るのです。だから，あなた方とはこのようにしておこうと決めました。つまり，私の手紙であな

た方が晃つけたことのうち，いいと思われるのがあれぱ，それを取り出して，あなた方のものに

してもらえばいいし，そうすることに私はとやかく言いませんよ。また，あなた方には面白くな

いと思えるものは，そのままにしておけばいいのですよ。こういうのも，あなた方の返事から，

私が手紙の中で言いたかったことをわかってくれたのがはっきりしているので，私としてはそれ

で十分なんですから。

　M．一あなたのお手紙の申で私たちが気付いたことというのは，まずは，私たちみながまっ

たく無条件に是認出来ないという理由で，正しい使い方と言い難い内容のものもあれば，一方で

は，私たちには成程と思えるものもあり，また理解出来ないものもあって，これがため間違いと

即断するのが輝かられるといった性質のものもあります⑱で，あなたの書かれたものだけでなく，

それに関連しているか，tl関連のあり得るごとごとについて，あますところなく謝男いただく必要

があるのですよ。お約束されたのですから，たとえ気が進まなくとも，その約束はお守りいただ

きますよ。

　V．一トmソスの山，あるいはここでの言い方では，バッカーノWt〈13）でもそれ程の無茶なこ

とはしないでしょうが，私の国でも無理が通って道理ひっこむということもありますので，私は

あなた方の言に従うことに決めました。さあ，質問を始めて下さい，お答えはしますからね。し

かし，いろいろ質問を受けるということですが，あなた方三人がその話の順序を決めておくのが

いいのではないでしょうか。話をややこしくしないためにもね。そうなさい，その間に庭に出

て，少し歩いてきますから。

（註13）この部分原典では，‘‘No　se　harfa　mas　en　ei　m・ate　de　Torogos”となっている。トロソスの山（現

在のValladol三d県にある）はかつては，追絹の出没する所として有名であったらしく，この山の恐ろしき

さまを述べた短かい歌さえも残っている。イタリアでもBosco　di　Baccano（バッカーノの森）といえば，

16世紀には山賊の横行する場所として有名であったらしい。
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　M．一結構ですね。ご教示有難うございます。では，庭にいらして下さい，すぐにお呼びし

ますので。

　P．一さて，私たちはバルデスを引き止め，言質を取ったのだから，まずは，ことこまかに

あの人を試すまでは，どんなことがあっても彼を逃がしてはなりませんぞ。というのも，あの人

は何の根拠もなしにものを書くような人ではないと私はにらんでおりますし，今から私たちが彼

に話そうとしている問題についても，いろいろこと細かく手控え帳に書き入れて持っているとい

うことには賭けてもいいのですから。これまであんなにものを書くのが好きな人にお厨にかかっ

たことがないし，私のRに狂いはありません。家にいる時はいつも手から驚ペンを離さず，あの

福音書を書いた聖ヨハネもどきで（14），昼にやったことを夜に，夜夢晃たことは昼に書き記すとい

った程の勉強家だと思うのですよ。

　M．一その通りですね。さて，あなたはカスティリア語に堪続で，あの入に何をたずねるべ

きかを一番よく知っているだろうから，私たちが混乱をきたさないよう問題の整理をやって下さ

いね。

　P．一いやいや，該博な知識を持っているあなた方のどちらかにそれはお任せしますよ，私

は整理なんていうよりむしろまぜかえす方だということをよく知っているのでね。

　M．一もしあなた方が私に音頭をとらせてくれるというのなら，こんな風にしてみたらどう

でしょう。つまり，まず初めに，カスティリア語だけでなく現在イスパニナで話されているその

他のことばの起源，即ち発祥について，あの入に知っていることを尋ね，二番目には文法に関す

ることを，三番目はある字母を他のものに続けて書く場合に私たちが気付いたことを，四番目は

彼がある特定の単語に一音節をつけたり，またとったりする理由を，五番罵には何故他の入びと

が使っている多くの単語を使わないのか，その理由を話してもらうこと，六番目は彼が文体の上

で，その旨として守っている秘訣を私たちに教えるよう頼んでみること，七番目はカスティリア

語で書かれた書物について彼の意見を質し，最後に，カスティリア語とトスカナ語のいずれがラ

テン語により鋼したことばと思うかについて彼の考えを言ってもらったらどうでしょうか。だか

ら，最初は言語の起源，二番目は文法，三番目は正書法，四番目は音節，五番目は語彙，六番目

は文体，七番目は文学作品，最後に諸誉語の類似牲を尋ねることになりますが，このような進め

方でいかがですか。

P．一誰もそれを逸脱せずに，その順序を固く守るという条件さえ付ければ，それが一番い

（註14）この部分，原典では，“est6　hecho　un　San　Juan　Evangelista”となっている。ここでは，旧約聖

書の一部を執筆したと雷あれる聖ヨハネを引き合いに出して，文才のある入，勉強家でものを書くことの好

きな入の意味をもたせた。
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いですね。

　C．一私はいつも覚られないように用意万端怠りなくしておきたい性なんだが，出来れば見

えない場所に一人しっかりした記録係をおいて，これからの話しの要点を書き留めさせたらと思

うんですよ。こうしておけば，ここでの話しの一部を何らかの問答形式にまとめて出版するよう

バルデスにはっぱをかけることも出来るかもしれませんしね。

　M．一仲々うまく考えたもんだな，そうしましょうよ。ご承知のことだが，両方のことばの

わかるうちのアウレリオ君を使って下さいよ，それで彼に何をすべきかを言い付けて蓄いてもら

ったら，その間に私はバルデスを呼びに行ってきますので。ああ，バルデスがじっと物思いにふ

けって歩いているのが晃えるぞ。ああそうだ，私たちに邪魔が入ると困るから，だれかが来ても，

とにかくだれであっても，家の主入に戸口に居てもらって，私たちはいないと雪わせるよう手配

をしておいて下さいね。そして，やって来た人たちがそう思い込んで帰ってしまうよう，若い入

たちを海の方に遊びに行かせて下さい。こうでもしなければ何も出来ませんからね。

　C．一本当にその通りだ，早速そうしておきましょう。

　V．一やあ，やあ，帰ってきましたよ，どこかの大盤振舞に掘かれた時の跣足宗の僧侶より

もまだ温和しくなってね（IS）。

　M．一面白い話しになることは間違いありませんよ。さて，時間を無駄にしないためにも，

皆さんのお許しを得て，私が話しの口火を切らせていただきますよ。

　P．一私としては，あなたに大切な質問をみなしてもらって，こちら二入がじっくりと拝聴

出来るのなら，願ったりかなったりです。

M．一そのお言葉に甘えて話しの口火を切らせてもらいましょう。まずはじめに，バルデス

さん，まずあなたにお話し願いたいのは，今日イスパニアで使われていることば，特にカスティ

リァ語の起源と発祥とがどこにあるかということなのです。このようなお尋ねをするのも，私た

ちが今からカスティリア語についての話しをしようというのですから，その成立の程を知ってお

くのが話しの筋として必要だと考えますので。

V．一実に古い，昔のことを持ち出してきましたね。文法というよりは歴史の問題ですから

（註15）原典では‘‘磁sobediente　que　un　fraile　descalzo　quando　es　combidado　para　algGn　vanquete”

となっている。跣足宗とは恭順と貧困とをその宗窪とする宗派で，普通その宗派に属する僧侶は素足で修行

し，神に仕えたという。この銑足宗の僧侶を引き合いに出して，その従順さを強調し，あわせて食事に招か

れた時の食卓につく素羅さを皮肉った衰現である。
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話しはなおさらこみいってはきますが，みなのご希望とあればそのことについて，これまで私の

考えてきたことを，喜んで，すっかりお話しましょう。あとで私の考えについてみなさんの意見

をも聞かせてほしいので，しっかり聴いて下さいよ。さて，あなた方が，その起源について知り

たいという現在のカスティリアのことばは，その根幹となるものはローマ人の移植したことば，

即ちラテン語ではあっても，m・一一マ人がイスパニアを領有する前にそこにあったことばの一部を

とどめ，併せてP一マ人に続いて到来したゴート族のことばの一部をも，また長年に亘って鴛臨

したモーn人のことばの一部をもとどめているので，まず最初に，ローマ人がイスパニアに来る

前にそこで使われていた古のことばが何語かを調べてみるのも面白いでしょう。この問題に大き

な興味を抱く入たちのほとんどみなが考え，また信じ込んでいるのは，現在ビスカヤの人々の使

っていることばがかの古のイスパニアの欝語だということで，この意見を次の二つの明々白々な

理由によって確証付けています。そのひとつは，ローマ軍が古きイスパニアを征服した時にも，

今日ビスカヤと称されているあの地方に進攻出来なかったということに加えて，U一マ人がイス

パニアの支配者となって後，その地全土でn一マのことばが使われるよう策した時代にも，この

n一マの言語がかの地には伝播し得なかったということと，今一つは，ビスカヤ語は今日イスパ

ニアで用いられている他のいずれのことばのとも似ても似つかないことをその理由とするのです。

こういったことから，あのビスカヤの国は，その独立した状態に併せて，その固有のことばをも

保持したのはおおむね確かなことと見倣されています。かつては私もこれと同じ意見でしたし，

先の二つの理由付けに私も満足出来たので，多分そうなんだろうと考えたのでした。しかし，そ

の後，つらつら考え，また少しばかり念を入れて本を読んだ結果，かつてのイスパニアで使われ

ていたことばは，今のことばがラテン語の流れを引くものであるのと同じく，ギリシァ語的なも

のであったという意見を持つに至ったのです。つまり，合日のカスティリアのことばが，たとえ

その他のことばと混濡しているにせよ，その大部分，かつまた肝心要の部分はラテン語を継承し

ているように，当時使われていたことばは，億のことばが混じり合ってはいても，その大部分，

また根幹をなす部分はギリシア語にあったという意味なのですよ。私は二つのきっかけからこの

考えを抱くようになりました。そのひとつは諸家の史書を読んでみることで，これで，通商面の

みならず軍事面でもイスパニアと最も頻繁に交渉を持ったのはギリシア人であったのがわかった

のです。あなた方も知っているように，この二つはことばの姿を変え，別のものに置き変えてし

まう程のカを持っていますし，ギリシア入がイスパニアに来て定住したという記録を読んで，な

おさら私は確信を深めたのです。ここからも，イスパニアでもギリシア人がそのことばを積極的

に維持しただけでなく，それを他の国々に伝え，それを知った国々はあのように豊かで豊潤なこ

とばに魅かれ，ギリシア語を受け入れたのだと考えてしかるべきです。さきの意見を持つに至っ

たもうひとつのきっかけはカスティリア語の単語の考察，検討にあるといえます。つまり，カス

ティリア語の単語を見直してみると，ラテン語でもアラビア語でもない単語の多くはギリシァ語

であることがわかりますが，私はこれはきっと昔あった古のことばから残ったものと思うのです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11i



し，同じことがいくつかの表現の形式にも言えるのです（16）。というのも，あなた方も知っている

ことですが，外函語でしゃべろうとする入は常にその入固有のことばの単語や表現の形式をいく

つかは必らず使うものなのですからね。

　M．一私には初耳ですね。歴史のことではなくて，カスティリア語がそれ程にまでギリシァ

語に依存しているとおっしゃるお話しのことなのでして，あなたがお気を悪くされては困ります

が，その持論をどのようにして証明されるかを伺うまでは，お話しを信じられませんが…

　V，一こんな場合とにかく信用するのが聞き手の礼儀であるのかもしれませんが，今あなた

方にお話ししたことでは，納得出来るところだけをよしとしてもらうだけで結構ですよ。

　M．一ではあなたのお書葉に甘えて申しますが，escandaiizar，　atesorar，　evangelio，　ap6sto1

のようにカスティリア語が聖書から取り入れたギリシア語や，cimlnterioやmartiiojoのように

これと関係のある語，crista1，　paroxismo，　efimera，　gargarismoのような医学用語らしきもの

などをあなたの論拠とされるのを認め難いように思えます（17）。というのは，私はこういう単語そ

のものがそれ独特の古き歴史を示していると考えたいのです。したがって，もし私のこの考え方

が駄目だとおっしゃるのなら，あなたの持論も無に帰してしまうということにもなりますが。

V．一あなたの言った単語のうちのいずれかを使って話しを進めることも出来ますが，書い

（註16）このギリシア語起源説について，R．　Lapesaは次のように述べている。　El　fallo　m護s　grave　fue　su．

poner　que　la　lengua　de　la　Espa壼a　prerromana　descendia（lel　grlego；le　movi6，　sin　duda，　e玉afan

renacentista　de　entroncar　lo　naciona1　con　lo　cl盃sico．（P盃9．24，　Dl610go（玉e　la　Lengua，　Cl6s．　Ebro）；

なおギリシア語とイスパニア語その関連については，R．　Lapesa，　Historia　de王a　Lengua　Espaitola，　pag．

44yS呈9S．を参照のこと。

（註17）Marcioが挙げたこれらの単語の語源を調ぺてみみると，次のような結果が得られた。主たる典拠と

しては，Dlcc三〇nar三〇de　Ia　Lengua　Espafiola（Real　Academia　Espafiola），　Breve　Diccionario　Etimo一

王6glco　de　la　Lengua　Castel王ana（」．　Corom三nas），　Diccionario　Etlmol6gico　de　la　Lengua　Espafiola

（V．Garcia　de　Diego）で，特にこの三者に大きな差が認められるとき限って，出典を明示した。

escandali・arぐat．　s（raada；izare〈gr．　skanda！izQ

atesorar＜1at．　a＜ad十thesaurus　＜gr．　thesaur6s

evangeliO　＜lat．　eva鍛ge薮um　〈gr．　evuang61ion

ap6st・1〈lat．　apostolus〈gr．　ap6stolos

cimlnteriO＜lat。　COementeriVm＜gr．　k・irnSt6ri・n

marti｝ojo（＝＝rnartirologiO）＜lat．　martyr十gr．1090S

cristel（＝crister）＜lat．　clyster＜gr．　clyster

paroxismo＜gr．　paroxysm6S

efirner。くgr．　eph6meros

gargarismo　〈lat．　gargarisma 　〈gr．　gargaTism6S
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争いをしないようそれはそれとしておき，私の言が肥しいことを皆さんに認めてもらえるのに，

まったくもって十分の，しかも私の考えるところ，その齋き歴史を示している単語を他に．いくつか

あなた方に書っておきましょう。こういう類の語には，“逃げる”の意味で使うapeldar，“病気”

の意味でのmalatia，“粉置き場”の意味でのcillero，“気取り”の意味でのfantasia，“でたらめ”

の意味でのgagafat6n，加えて，　tio，　r6vano，　cara，　car垂tulaがあり，“椅子”の意味でのcadira

があります。　また，tr6vedesとchimeneaもギリシア語から残ったものでしょうし，　brassoが

“沸騰させる”の意味を持つことから考えて，brasaやabrasarもそうでしょう。その他IC　agOmar，

masa，　mogo，　mesta，　cahada，　barrio，　cisne，　pinjado，　artesa，　tramar，　truh6n，　mandra，　celemfn，

glot6n，　trag6n，　tragarも同じことじゃないかと思います。　また，　panで始まっていて，　ギリ

シア語から出たものもいくつか，例えばpantuflos，　pandero，　panfarr6nのようにあります（18）。

　（註18）apeldar　〈互at．＊apP61雑tare　〈apPellare

malatia＜malato〈1at．　ma玉e　habltus

cillero〈王at．　cellarius

　fantasia　＜1at．　phantasia　〈gr，　phaユltasia

gagafat6n＜9・ecolat．　cacemphaton

　tfo　＜lat．　thiUS　＜gr．　the三〇S

r6van・（－r6banO）＜1at，　raphanus＜gr．　raphan・s

cara〈王at．　cara＜gr．　kara

caratula＜cara

　cadira　（＝s三韮｝a）　＜1a士、　cath6dra

tr6vedes（＝tttr6bedes）〈lat．　trlpedes

　chimenea　〈fr．　chernin6e　〈1at．　caminus　〈gr．　k直minos

brasa：de　Grigen　inclert・（latln・oprerroman・）－Corominas

ag・mar〈1aい：aSSUmm盃re

masa＜lat．　massa

蒲ozo；lat．　m益st益us；de　origen　l無clerto－Coromlnas

mesta〈lat．　mixta

　cafiada　＜lat．　canna

r

barrio　＜益r．　barri

　ciSne　＜ant．ξr．　cisne　〈lat．　cycinus　＜gr．　kYknos

p両ad・＜＊pendicatus

　artesa　＜gr．　artOS

tramar＜esp．　trama〈lat．　trama

　truh6n　＜fr、　truand　＜c｛≦1t．　trug　（＝vagabundo）

m。nd，a〈1。t調・nd・a＜9・．　mand・a

celem｛n＜ar．　eemeni

　910t6且　くlat．　gl益tt6nis

　tragar：de　origen三ncierto，　probab玉emente　del玉at｛n‘‘drac6nls”－Corominas

　pa無tuflos＜fr．　pantoufle。R．　A．£．；de　origen三皿clerto－Coroエninas

　pandero　＜王at．　pandorium　〈gr．　pand血r三〇．n

panfarr6n＝fanfarr6n〈ar．　farf含r
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これ以外にも沢山あるでしょうが，この点にはこれまで注意を払って見たことはないのです。ま

た，勿論ラテン語から出たものでも，そのラテン語と同じ意味を持つギリシア語の意味内容に合

わせて造り変えられたのが間違いないと愚える単語もあるのですよ。　そのひとつがdexemPlar

という語で，これはイスパニアのある地域では今はdisfamarの意味で使っているものです。

この単語は，イスパニア人がかつてはexemplumの意味ではギリシア人と同じようにparadigma

と言っていたのが，さてラテン語を使う段になって，exemplumを自己流に訂ヒった結果生じた

形なのです（’9）。同じように，フランス人も彼ら本来のことばを話すときにはsiの意味でuidaと

言うのですが，ラテン語を使うようなときにはitaと言うだけでは満足せず，彼らのことばにあ

るdaを付け加えてitadaと言っているのですからね。これで語彙に関してはもうみなさんには

ナ分だろうと思います。表現の形式については，次のことに気をつけてもらったら，いろいろな

ことがわかるはずですよ。

M．一さあ，さあ，お話し下さいませんか。

　V．一私の読んだギリシア人作家のうちルキヤノスが普通の話し方に一番近い人なので，こ

こから例を出しましょう。

M．一デモステネスの方がいいのですが。
‘

　V．一イソクラテスから例を出せるのなら私としても実に面白いのですが，しかし私の手許

にあるもので今はご勘弁下さい。カスティリア語で“いい生活をしている”と言う時に，“tiene

buena　passada”（2e）とV・う表現をとります。これと同じことを言い表わそうとして，ルキャノスは

“ce　diarci　ton　poron”と言っています。またカスティリア語で，“nuestra　hacienda”（我々の財

産）とか“su　hacienda”（彼の財産）との意味で，“lo　nuestro”，あるいは“lo　suyo”といって，

例えば　“ΩUien　da　IO　SUyO　anteS　de　SU　mUerte，　mereCe　qUe　le　den　COn　Un　magO　en　Ia

frente”（21）のような場合ですが・ここでは“彼のもの”⑱意味で“lo　suyo”を使っています。さ

（註19）parad　igmaく玉at．　paradigma＜gr．　paradeigma；（de　paradefknymi　tmostrar，　manifestar’）とい

う語源を求め得るが，　Corominasはギリシア語に直接その語源を予想している。他方，　dexemplar（mod．

dejemplar）はde（排除の接頭辞）＋elemplar（＜lat．　exempium）との形式である。　VaId6sはparad呈gma

の語源となる動詞とejemplarの動詞としての語彙的価値とを関連付けようとしたのであろうが，　dexem－

plarがexemplumと関連させられることからしても，　Vald6sの考えは認めがたい。

（註20）tener　buena　passadaは現代語では，この意味ではあまり用いられないらしい。現代語ではtener

para　vivir（o　pasar）　とし・う。

（註21）Ωu三en　da　lo　suyo　antes　de　su　muerte　（o　su　hacienda　antes　de　la　muerte）merece　que　le

den　c。n　un皿ago　en　la　frente：「自分の死ぬ荊に財産を与える者は，大槌でそのひたいにひとつ喰らわ

せてもらうのがいい」とは，生存中に地位，財産などを地人に譲渡することは，それがどんな周到さのもと

に行なわれても，必らず後悔の種になることを教えたもの。
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て，ルキヤノスもまったく同じ意味で，“ta　ime重era”と書いています。また，私たちがカスティ

リア語で子供や若い者を叱って，“おこったらこわいよ”と欝うときに，“Pues　si　yo．　te　empiezo”

といいますが㈹，岡じ言い方をして，ルキヤノスは“mu．catirxato”と言っていますが，これ

は“me　empeg6”の意味を持つのです。もしあなた方が私の論旨に不満ならば，この私の意毘

を正しいものと確認してもらう手だてとして，今言ったことの他に冠講が一致することやそれ以

外のことことも証明の論拠にすることさえ出来るのですよ。

　M．一とんでもありません，あなたのお話しで十分で，あなたのご意見は明々白々，しごく

もっともと思えますので，私としては，今日からはあなたのお考えを自分のものとする積りです

し，この二人も私に倣うと思います。さて，あなたの言われるように，ロ　一一・’？人がイスパニァを

領有し，そこに彼らのことばを持ち込む前にイスパニアで話されていた書語は，今臼のものがラ

テン語系のものであるのと同じく，ギリシア語の流れをくむものであったとして，どうぞ，お話

しをお進め下さい。

　V．一あなたはこの点についてしっこく書い争いをしないですませられるきっかけを出して

くれましたね。というのも，強引な奴と思われるよりは馬鹿になっているのがいいのだと自分た

雷いきかせて，私は自発の意見に固執せずに負けておこうという諦めの心境にもなっていたから

ですよ。でもいいですか，もし，イスパニアではビスカヤ語がギリシァ語より古いことばだと言

う人があれば，私としてはそれと反対のことを言い張って議論をする積りはまったくありません

し，それどころか，私の考えを認めてもらえるという条件さえあれば，その人の言うことも成程

もっともだとして受け入れるでしょうね。

　P．一私はあなたが結論として患されたことを素1に認める訳にはまいりません。というの

は，もしイスパニアの古のことばがギリシア語の流れをくむものだとしたら，ガヨ・ルシォや三

人のシピオン将軍や，クラウディオ・ネロンやセンプロニオ・グラコ（2：）は通訳を入れてトウルデ

（註22）Si　yo　tρempiego．。．：古い表現形式で，本文からも明らかなように，おしおきをする蒔に使うきま

　り文句である。近代語でも，‘‘Ohaval，　deja　de　mGlertarme，　que　sl　yo　emp三ezo＿”という表現形式がある。

　また，Vald6sのこの考え方，即ち，ギリシア語の特定の文講造をイスパニア語がとり入れたという考え方

　も認められていない。かつて中世イスパ＝ア語で用いられた形式の，《mucho　es　hueもos，　ca　gerca　v三ene

　el　plazdo；Cid－212》はラテン語のopus　est　mihiという表現形式を原形とすると考えられるが，このよう

　な一致はギリシア語とKスパニア語とに薩接的に予想するのは困難であろう。

　（註23）Gayo　Lucio：ローマの法政官の一入；tres　Clpionesとは第ニポエニ戦争でのカルタゴを征服した

　Cneo　Escipi6nとPublio　Escipi6nの二兄弟と，第三ポエニ戦争でカルタゴを陥し，　Numanciaを復服

　したEscipl6n　Emillanoのこと；Clandio　Ner6n：悪名高きロ　一一マ皇帝；Sempronio　Graco：v一マの護

　民宮として有名であった二兄弟の一人を指すのであろう。
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タノ族や，イベロ族という名でも呼ばれるケルト・イベロ族，カンタブロ族などと話しをする必

要もなかったことになりますし，フエニキアの商入たちも，カルタゴ入やローマ人の攻撃を受け

る前にイスパニアにいた先住民族との商取引の場では，通訳を必要としなかったということにも

なるからです。

　V．一それは，先に私が言ったように，ラテン語がイスパニアからギリシア語を駆逐したと

いうことだけで十分なのですよ。さて，このラテン語は他のことばと混濡し，ある程度はくずれ

ながらもゴート族の到来まではイスパニアで使われていたのです。このゴート族もラテン語を

駆逐するには至らなかったが，彼らのことばでなお一層ラテン語をくずすことになったので，イ

スパニアでのラテン語は私の考えでのギリシア語とコ“一卜語からの二つの要素の混入を受けてい

ることになります。私の思うところ，　このようにくずれたラテン語はイスパニア全土に及び，

大体719年頃アフリカから渡って来た何入かのモー口の王の手にイスパニァが征服されてしまっ

て，ゴート族の王ドン。ロドリゴがなす術もなくイスパニアを失なってしまうまで用いられてい

ました。さて，モーロ入の到来によって，イスパニアではアラどア語が使われ始めたのですが，

アストゥリアス，ビスカヤとレプスカ（24）の地方とアラゴンとカタルーニア地方の難攻不落の諸地

域だけは例外で，こういった地域はモーロ人の力に屈服せず，この地のキリスト教徒の多くが土

地の険しさをその守りとし，防備として身の安全を固くし，併せて彼らの信仰，独自の生活，こ

とばを継持し，安全に暮らしていたのですが，ついに他の地に比べより多くの人々が難を避けた

アストゥリアスでイスパニア人の王としてドンペラヨ皇子（25）が擁立されることとなります。この

皇子はその家来を率いモーm人に対する戦を始め，神の加護を受けモー一　”入から失地を奪回して

ゆくのです。このアストゥリアス王国ではペラヨ王の後継者が次々と現われ，モーm入への戦い

をも継承し，一都甫，また次の都市を，一王国，また新たな王国を，次々にモーV人の手から奪

い取っていったのです。この征服の事業は，あなた方も知っているように，1492年まで続き，こ

の年にあの栄光の思い出に包まれたカトリック両王がグラナダ王国を陥すことで，イスパニァ全

土を完全にモーロ人の圧政から解放したのでした。このモーロ入の支配の下では，イスパニア入

は自分たちの言語に多くのアラビア語の要素が混じり合わない程頑なに彼らのことばの純粋さを

保持することが出来なかったのです。というのは，イスパニア人たちは諸王国，都市，町，村を

次々と手中にしていったのですが，いまだそこには多くのモーロ人が住民として居残り，相変ら

ず彼らのことばを使っていたのですし，加えて，このモーロ人はほんの何年か前に皇帝陛下がキ

リスト教徒に改宗するか，さもなくばイスパニアを退去するかのいずれかをとるべしとの勅命を

下されるまではイスパニアに在住し，私たちイスパニア入に混じってアラビア語を使ううちに，

その単語の多くが私たちのことばにもうつってしまったからなのです。このようにざっとながら

　（註24）Lepuzca．　Gu三pGzcoaの古称。

　（註25）don　Pelayo．ビシ・ゴ～ト族の貴族で，7王8年イスパニア人の王に椎され，再征服の始祖となった。
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歴史に触れましたが，あなた方のお尋ねに満足な答えをするにはこうするのがいいと思ったから

なのです。さて，　n　一一マ人のことばを知るまえのイスパニアで話されていた言語から，今臼の

カスティリア語が多少の語彙と表現の方法とをとり入れた事情をあなた方は知ったのですから，

今度はアラビア語からどのようにして多数の単語を取り入れたかを認識してもらう必要がありま

す。まず知っておくべきことは，私たちがアラビア語の単語で表わす多くの事物にはラテン語の

単語も当てられますが，慣習の点からラテン語のものよりもアラビア語の方をよしとして私たち

が使っていることもあり，この結果，tapeteよりもalhombraが，　piedra　sufreよりもalcrev三te

が，olioよりもazeiteの方がそれぞれいい単語ということになっています（“f°）。とくに，もし私

が大きな間違いをしていなければ，我々がモーロ人から取り入れた諸々の事物についてだけは，

それを意味する単語としてはそれに併せてモーm人がイスパニアに持ち込んだアラビア語以外に

適当なことばはないと思ってもらっていいでしょう。もしもっと詳しいことをというのであれ

ば，モーロ人が冠詞として使い，そのほとんどの名詞の頭に置いている語のalを我々はいくつ

かのラテン語の単語に併せて’一一9E・としているので（27），これが私たちイスパニア人がそういう単語

を本来のカスティリア語として認識出来ない理由となっていることをも言っておきましょう。し

かし，こういった複雑な事情やことばの混じり合いということはあっても，やはりラテン語がカ

スティリア語の肝心要の土台となっているのは勿論で，この点，もしあなた方の問いに私が答

え，カスティリア語の源泉はラテン語なりと言っていたとしたら，これまで言った諸々のことは

余計なこととしてお詣しするのを控えておくことも出来たのですよ。でも，その他の面では出来

るだけ簡単に済ますことをお許しいただけるようにと願うがあまり，この点では手を抜かず詳し

く話したことをわかってほしいのです。

　P．一あなたがどんなお方かよくわかっておりますので，たとえ私どもが簡単にとお願いし

ても，あなたは労を惜しまれないと思いますよ，特にこの話題ではね，いくら大盤振舞をされて

も元の減るわけでもないのですから。

　M．一仲々うまく返事をしてくれましたね。さて，バルデスさま，あなたもまた私どもの質闘に

十分に満足のいくお答えを下さいました。つまり，イスパニアの最古のことばについてのお考え，

ラテン語の転訂ヒについてのあなたのご意見は論破出来ない立派なものだと思えるのです。しかし，

カスティリア語の土台がラテン語であるとするにしても，カタルーニァ語，バレンシァ語，ポル

（註26）alhornbra　（＝alfombra）　くar，　a王一jumra；　alcreb三te　＜ar．　al・kibrit；azelte　（xeacelte）　＜6r．

az．zait

（註27）この種類の語彙には，almadrefia，　almendra，　almejaなどがあり，またall）6rchlgo，　albaricoque，

alp三steなどはアラビア語を経由してイスパニア認こ取入れられたラテン語源の語とされている。
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トガル語，ビスカヤ語という，カスティリア語以外の合日ある四種類のことばがイスパニアで使

われているのは何処にその因と発祥とがあるかを私どもにまだお聞かせ下さっていませんが。

　V．一私が確実に知っていることをというのでなしに，推論で了解するに至ったこと，周到

に考えて，私の結論したことをお話ししますので，この話に対してはあなた方なりにお好きなだ

け信用して下さるというので十分ですよ。この前提のもとにまず，二つの事柄が主として一一’ite方

での言語相互間の相違をひき起す原因となることを言っておかねばなりません。そのひとつは，

問題の地方が特定の一君主・王・あるいは領主の統治下にない場合には・存在する領主の数と同

じだけの差異が言語の面にも生じてくることです。もうひとつは，隣近接の諸地域は何らかの形

で常に接触しているために，一国の一地域がその隣接地域から何らかのものを徐々に摂取するの

ですが，これが時代と共に変化し，他の隣接の諸地域からは異なったものになってしまうのです。

これはことばそのものだけでなく，話し方や習慣にも起ることです。ご承知のように，イスパニ

アはこれまで多くの領主の下に分割されていて，一カスティリアでさえ比較的近年まで分割統治

されていたという事実をしばしおくとすれば　～例えば，カタル”一・＝ア地方は侯（conde）と呼

ばれた領主の領地であったし，アラゴンも王（rey）と称する一領主の領土でしたが，この二領

地が婚姻を通じて合統されたのでした。この地方は，その後武力でモーm入の領地であったバレ

ンシア王国を征服し，歴史の流れにのり，この双方がカスティリアに併合されることとなったの

です。グヲナダ王国もまたナバラ王国もそれぞれ独自の領土を持っていたのですが，今で1恥両

国とも不本意ながらもカスティリア王家の支配の下にあります。あなた方も知っているように，

ポルトガルはそれ独自の王をいただき，現在ではカスティリア王家から分離しております。こ

のように領国が多く存在したという事実が，私には何らかの意味でイスパニアにある言語相互間

の差を招来したものと結論させるのです。とはいっても，イスパニアにある諸言語のうちどれを

とっても，その他どこの地域のことばよりもカスティリア語に一致する割合が大きいということ

は勿論欝うまでもなく，これは，イスパニアにある諸言語が，例えばフランスやイタリアから影

響を受けたカタルーニァ地方，カタルー＝ア地方から多くを摂取したバレンシア地方のように，

それぞれその近隣地域からの影響を受けてはいても，すでにお話ししたように，カスティジア語

の土台となるラテン語をその中核とするものであることを思い起せば解決がつくことです。この

点については私の知っていること，またお話し出来ることをみな言ってしまったのでこれ以上お

話しすることはありません。ビスカヤ語については，出来れば多少なりともお話ししたいのです

が，このことばを私は知らないし，また分かりもしませんので，ただ次のことだけを言うにとど

めておきましょう。私がビスカヤ語の分かる人たちから聞いたところでは，沢山のラテン語の単

語がこのことばの中に入った模様ですが，その単語に添加された要素によっても，またその単語

を発音するその発音の仕方によっても，そのラテン語系の単語の実体が分らなくなっています。
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このビスカヤ語はイスパニアにある他のすべてのことばとはまったく無縁で，それを母国語と

する人たちも，このことばを使うと他の地域の人々1こはほとんどその話しがわかってもらえな

いし，また他地域の人も自分たちのことばではビスカヤ人にその意思を通じさせることはむつか

しいのです（23）。カタラン語は昔のリムサンElj（29）だと言われています。このリムサン語とは現在の

オック語で，その語彙として完金な形のラテン語の単語を摂取しなかったという特殊性はあって

も，その多くをラテン語にあおぎ，また本来のフランス語，カスティリア語やイタリア語からも

語彙の一部を取り入れ，言語としての形を整えたのでした。バレンシア語もまたとってもよくカ

タルー＝ア語に類似していますので，どちらかひとつが分る入は，もう一方をも大体こなせるよ

うです。両者の差は，主なところ発音にあって，その発音はカスティリア語に近いので，カステ

ィリア人にはカタルーニァ語よりも聞き易いということになります。ポルトガル語はイスパニア

にある他のどの言語よりもカスティリア語に近く，私の思うところ，この二つのことばの間にあ

る主な差は発音と正書法でしょう。

M．一おおせの通りだとしても，これまでほとんどずっとその独立を継持してきた王国のア

ラゴンやナバラでは何故カスティリア語が使われているのですか。

　V．一その理由は次のようになると思いますよ。　ドン・ペラヨ王の旗の下，アストゥリアス

に難を避けたキリスト教徒がカスティリアをその手中に収める途時にあっても，彼らのことばを

たゆまず保持し続けたのと同じように，ピレネー山脈の要塞の地にドン・ガルシ・ヒメネスEII（3°）

の庇護のもと立てこもったキリスト教徒たちも，アラゴンやナバラを征服しつつも，変ることな

く自分たちのことばを持ち続けたのです。加えて，このアラゴンとナバラとが常にカスティリア

と頻繁に交渉を持ったということもあなたの言うその現象を生む因のひとつに数え上げられると

愚います。アンダルシァやムルシァ王国ではこの二地方が沿岸地域であるがため，他の諸地域に

起ったようなことがなかったのですが，この理由は私の考えるところ，カスティリア人たちが，

その地にカスティリア語を容易に受入れられる程数多く住むようになった，そういう時代にこの

二地方を征服したことと，この二地方がその生活を維持するための交易上の目的で，他の国々と

接触する必要がなかったことになろうかと思います。

（註28）ここでいうビスカヤ語とはバスコ語のことで，ドン・キホーテ，前篇八章にも「ひどいカスティーリ

ャ語というよりも，もっとひどいビスカヤ言化りで，＿」といったくだりがある。

（註29）リムサン（lemosin）語：中徴の吟遊詩人と共にその名をはせたLlmoges地方に用いられたプロバ

ンス語の一方言形式の呼称で，かってはその名称でプロバンス語圏の諸方雷，これと系統を同じくするカタ

ルーニァ語，バレンシァ語，マリョルカ語をも総括的に蓑わした。

（註30）Garcf　Xim6nez：8－9世紀のナバラ王と考えられるが，その実在を証拠付けるような資料はいまだ

確認されていないと言われる。
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　M、，一あなたのお話に私は満足この上もございませんし，今の話題についてはおっしゃった

ことで私どもには十分ですので，イスパニアにある他の四つのことばはそれとして，カスティリ

ア語に関することだけをお話し下さるようお願いしたいのです。

　V，～もしあなたがある地域とその他の地域との間のカスティリア語に晃られる差異を話題

とするのなら，語に限りがなくなるでしょうね。というのも，カスティリア語はカスティリア地

方全域だけでなく，アラゴン王国，アンダルシア地方全域をも含むムルシア王国，ガリシア，ア

ストゥリアスやナバラでも使われていて，一般民衆の間にさえも及び，あまつさえ麿識者の間で

はイスパニア全土にひろく使われていますし，そのうえ，各地方がそれぞれ独特の語彙，表現の

方法を持つことも予想されるからです。したがって，アラゴンのことばはそれ独自の語彙，表現

の方法を持ち，アンダルシアのことばはまたそれとは変った別の形式を，ナバラはまた別にそれ

独特のものを持つかたわら，旧カスティリアと呼ばれるカンボスの地（31）にもトレド王国にもそれ

ぞれ固有のものがありますので，話し出せばきりがなくなってしまいます。

　P．一私どもにはあなたを抜き差しならぬ所に引き込む積りなどまったくないのです。ただ

トレド王国で，つまりイスパニアの首都で育たれたあなたに，その地で使われていることばにつ

いてお尋ねしようというだけで，もし話しが他の地方のことに及ぶことがあっても，そこはご辛

抱いただきたいのです。

V．～問題を限って，それを広げすぎないようにと言うのなら，喜んでご意向に従いますよ。

M．一カスティリア語はヘブライ語から何らかの語彙を取り入れたとお考えですか。

　V．～たった一語しか思いつきませんが，これも宗教から入ってきたのだと考えます。即ち，

abadという語で，ここからabadessa，　abadia，　abadengoが生れています。

　C．～そのabadengoという語を私は聞き初めで，その意味を明らかにしてから，話をお進

め下さい。

　V．一一Realというカスティリア語から“王に属するもの”という意味でrealengoという語

を造るように，僧侶たちがあのいつもの謙譲さで自分たちを王になぞらえ，“僧院長（abad），あ

るいは僧院長の職権（abadia）に属するもの”を，　abadを基としてabadengoと言わせたの

（註31）Tierras　de　Campos：現在のPalenc玉a県を中心とする地域をいい，旧レオン王国の一部であり，

　9世紀末にはキリス1・教徒の手で再征服され，最も古いカスティーウァ方言（habla　de　Cantabria）を留

　めた地域と考えられる、
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です㈹。

P．一あなたはそういうお坊さんたちが愚かなことをしたとお考えなのですか。

　V．一私はお坊さんといがみ合う気持なんてありませんよ。Costal，あるいはtalegaの意味

で使うsacOもヘブライ語で，このヘブライ語のあとから現われたほとんどすべての言語がそう

であるように，カスティリア語もこの単語をヘブライ語から取ったのです。

　M．一イタリア語からきたと思えるような単語もいくつかはあるのでしょうか。

　V．－Jornal，　jornaleroとjQrnada（33）もイタリア語のgiornoをその源とすると思います。

ただカタルー＝ア地方にその発祥を求めるてもいいでしょう。

P．一おっしゃる通りですね。私もそう考えますよ。これまで気に留めないことでしたが…

　V．一それに加えて，他のことばにはまったくその源泉を持たずに，時の経過と共にカステ

ィリアに発生したまったく純粋のカスティリア語といえる単語もまた他にいくつかあるのではな

いかと考えてもいるのですが……

　M．一言語の起源については，私たちにお話し下さったことで十分にわかりました。今度は

文法に麗する点で，カスティリア語がその姿を飾り，その身を整えるための語彙を取り入れた他

の諸言語とどのような似かよいを持つかをお聞かせいただきたいのですが。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続く〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1973釘三8月

（註32）abad＜lat．　abbatis＜gr．　abbas＜siriaco．　abba－R．　A．　E。／ara【neo：abba－Coromlnas；saco

＜孟at．　saccus　＜gr．　sきkkos　（de玉　｛enicio）　・Corom三nas

（註33）jornada：tomado　de　otra　lengua　romance，　probable斑ente　la　lengua　de　Oc．．．．Corominas

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121




